



















































地 震 火 山 地 盤 気 象 その他 割合％
1982 地学 ６２／１６６ ２４／１５６ ６／３６ １０／１１５ なし ２１．６
1994
地学ⅠＡ ５０／１１１ ４６／１０７ ８８／８８ １１７／１１７ なし ７１．２
地学ⅠＢ ４９／２０３ ２６／１６７ ２／２０ ２／１４２ なし １４．８
2003 地学Ⅰ ０／１０７ ３４／１２９ ２／１９ ０／１５９ なし ２．６




























需要数 履修率 需要数 履修率
物理Ⅰ 356000 27.4 （2485）
化学Ⅰ 688000 53.0 （4764）
生物Ⅰ 822000 63.4 （6050）



















































回 単元名・項目 重要語句（重要概念） 実験実習等
１ 地震のメカニズム
震源での破壊、震動の
伝搬、震源域
つるまきバネによるＰ波、Ｓ波
正断層・伸張、逆断層・
圧縮
２
震源の決定 大森公式、 作図による震源決定（コンパス）
海溝型の地震 巨大地震、地震サイクル、
内陸型の地震 活断層、直下型 ppt画像（深谷断層撓曲崖）
３・４ 災害と防災
津波 ビデオ視聴（津波）
地盤液状化、地盤の強
弱、固有振動数、緊急
地震速報
エッキー君、ppt画像（浦安液状
化、遺跡噴砂）、振り子（倒立振
子）共振、E‐defens動画、
３年 災害への備え（5回） 紙ぶるる君、クロスロードゲーム
原理をなるべくあっさり扱い、防災に関わる比率が増した
10
防災教育の今後の課題
• 火山及び気象災害・防災の扱いが弱い
→ 教材も不足、教材開発の必要性
• 少ない授業時間数の下で、メカニズムの理解
と防災の話をどう折り合いをつけるか
• 時間数の確保という観点で、防災訓練等へ
の働きかけ、ＳＰＰ等の活用も考える
• 高校生をどう組み入れてゆくか（自主的な活
動が市民から感謝された）。高校が動いたら
本物？
